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機能性ゲル材料・分子集合材料の開発 
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概  要 

 

低分子化合物が構成するゲル材料（超分子ゲル）に注目し、1～数wt%程度の

添加で効率的に有機溶媒や水をゲル化する物質（低分子ゲル化剤）の開発を行

っている。また、刺激で分子構造や色が変化する物質（クロミック分子）を用

いて、光や力で形状や特性が変化するゲル材料の開発にも取り組んでいる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

架橋高分子が形成するゲル材料とは異なり、加熱・冷却プロセスによりゲルを

溶かしたり再生したりできる。また、ゲル化剤として単一成分でなく複数成分

からなるものを用いることで、ゲル化剤の開発やゲル化プロセスの簡便・低環

境負荷化を可能とするとともに、光応答性などの機能付与も容易とする。 

本技術の 

有用性 

簡便なプロセスで、液状物質の機能・性質を保ったままゲル状に固化した材料

を提供することができ、元の材料の新たな用途展開にも結び付く。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 
  

光

 

（左）超分子ゲルの外観とゲル化剤が形成する自己組織化繊維の SEM写真 

（右）光照射によるゲル状態と溶液状態の制御 

適用可能製品 
食用油の凝固剤、グリース、化粧品をはじめとしたゲル状固体を用いた製品、

あるいは、液状だと用途に制限がある製品 
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